
（別記） 

令和４年度東串良町地域農業再生協議会水田収益力強化ビジョン 

 

１ 地域の作物作付の現状、地域が抱える課題  

当地域は,全水田面積に占める主食用面積の割合が約37％で,転作作物に占めるＷＣＳ用

稲及び飼料作物の面積が多く,土地利用型作物による担い手への集積が進んでいる。 

 しかしながら,ＷＣＳ用稲の作付面積が年々増加していることに伴い,ほ場整備地区にお

ける水不足が問題となっている。 

 また,畜産農家の高齢化に伴い飼料作物の不作付地の増加が予想されるため,今後は野菜

や加工用米等の他の作物転換を推進することで,水田の高度利用を図っていく必要があ

る。 

 

２ 高収益作物の導入や転作作物等の付加価値の向上等による収益力 
強化に向けた産地としての取組方針・目標 

 

○ 高収益作物の導入 

   本町においては,主食用水稲やＷＣＳ用稲が主に作付けをされているが,関係団体と

協議し,主食用水稲に代わる新たな高収益作物の導入についても検討する。 

 

○ 適地適作の推進 

   従来から作付けされている適地適作を基本に,産地交付金を活用し,関係団体との 

連携を図りながら加工用米や飼料用米の作付拡大を検討する。 

 

○ 生産・流通コストの低減 

   低コスト生産技術等について関係団体等と連携して情報を共有しながら,推進す

る。農業者へ生産技術等の情報を普及するために,広報誌等での情報提供に努める。 

 

 

３ 畑地化を含めた水田の有効利用に向けた産地としての取組方針・目標  

 

○ 地域の実情に応じた農地の在り方 

  農家の現状を確認した上で,水田のままで維持することが地域農業の将来展望に 

 一致するのか等関係機関と協議し,畑地化への支援も視野に検討する。 

 

○ 地域の実情に応じた作物・管理方法等の選択 

  農家の高齢化が進み,農家数が減少傾向にある中で,水稲や WCS 用稲に代わる,高収益  

 作物等の導入ができないか,検討する。管理方法についても,関係機関・団体と協議し,  

 未耕作農地が増えないよう,関係機関・団体と検討する。 

 

○ 水田の利用状況の点検方針・点検結果を踏まえた対応方針 

近年の作付け状況を確認し,畑作物のみを作付けしている農家に対しては,今後の 

意向調査をした上で,畑地化への支援を対象者に推奨する。 

  



４ 作物ごとの取組方針等  

（１）主食用米 

   近年,米の消費ニーズは,食味の良いブランド米を求める一方,業務需要へのニーズ

が高まっている。このため,消費者・実需者ニーズに対応した米づくりを推進す

る。 

 

（２）非主食用米 

 

  ア 飼料用米 

関係機関・団体と一体となって,県内の畜産業との連携強化及び流通・利用体制 

の整備等による生産拡大を一層推進する。 

取組に当たっては,産地交付金を活用し,肥料や農薬の低減化など,生産性の向 

上や農家所得の増加を図るための取組を推進する。 

また,産地交付金を活用し,飼料用米生産ほ場の稲わら利用の取組（耕畜連携） 

を推進する。 

※ 稲わら利用の取組：令和３年現状:0.00ha→令和５年目標:1.00ha 

 

  イ WCS 用稲 

耕畜連携の取組による,需要に応じた生産を推進するとともに,産地交付金を 

活用し,団地化の導入など,生産性の向上や農家所得の増加を図る。 

（ＷＣＳ用稲作付面積：令和３年現状:321.7ha→令和５年目標:330.0ha） 

 

  ウ 加工用米 

関係機関・団体と一体となって,県内の実需者（焼酎業者他）等との連携強化に 

よる焼酎麹用米等の生産拡大を一層推進する。 

取組に当たっては,産地交付金を活用し,二毛作による作付拡大の推進や肥料や 

農薬の低減化など,生産性向上に向けた取組を推進する。 

※ 生産性向上の取組：令和３年現状:55.49ha→令和５年目標:60.00ha 

 

（３）麦、大豆、飼料作物 

ア 飼料作物 

地域内での流通を基本とし,畜産農家の自給率を高めるとともに,農地集積による 

低コスト化を図るため,産地交付金を活用し,二毛作による作付拡大の推進や団地 

化の推進による生産性向上を図る取組を推進する。 

（団地化の取組：令和３年現状:4ha3.86ha→令和５年目標:6.00ha） 

また,ほ場整備地区における水利問題を解消するため,産地交付金を活用し,集団 

転作団地（ブロックローテーション）を実施している地区において,ＷＣＳ用稲に 

代わる作物として飼料作物の団地化を推進する。 

（ブロックローテーションの取組：令和３年現状:0.00ha→令和５年目標:1.00ha） 

さらに,労働時間及び機械燃料使用量の削減等を目的として,産地交付金を活用 

し,ＷＣＳ用稲の収穫後,不耕起状態のほ場にそのまま特定の飼料作物を播種する 

ことで,二毛作分の耕起・整地等の作業を省略でき,収穫時は飼料作物をＷＣＳ用 

稲の二番刈とともに収穫できる技術を推進する。 

（ＷＣＳ用稲収穫後の不耕起播種の取組：令和３年現状:1.86ha→令和５年目標：

10.00ha） 

  



 

イ 麦、大豆 

適地適作を基本に,産地交付金を活用し,二毛作による作付拡大を推進するととも 

に,排水対策など生産性の向上を図る取組を推進し,実需者ニーズに対応した生産 

を推進する。 

 

（４）そば、なたね 

産地交付金を活用し,二毛作による作付拡大を推進するとともに,排水対策など生 

産性向上の取組を進めるなど,高品質そば等の生産に努め,実需者との契約を基本 

に需要に応じた生産を推進する。 

 

(５) 地力増進作物（イタリアン・エン麦） 

産地ブランドの信用・継続を推進するために，ほ場の良質な土壌の保持は不可

欠である。よって，産地交付金を活用し，ピーマンやキュウリ等の高収益作物に

ついては、収量向上のための土づくりが課題となっているため、地力増進作物と

組み合わせることで、土づくりを推進し生産性の拡大を図る。 

 

（６）高収益作物 

産地交付金を活用し,地力増進作物や調整水田等の不作付地を中心に,生産拡大を 

図る。特に,キャベツ,レタス（リーフを含む）,にんじん,ばれいしょ,さといも, 

たまねぎを重点作物として生産拡大を推進する。 

（作付面積：令和３年現状:14.44ha→令和５年目標:17.0ha） 

 

５ 作物ごとの作付予定面積等 ～ ８ 産地交付金の活用方法の明細  

別紙のとおり 
 

  



別紙

５　作物ごとの作付予定面積等
（単位：ha）

うち
二毛作

うち
二毛作

うち
二毛作

294.04 0 290.00 0 270.00 0

0 0 0 0 0.00 0

0 0 1.00 0 1.00 0

0 0 1.00 0 1.00 0

0 0 0 0 1.00 0

321.77 0 325.03 0 330.00 0

55.49 0 48.57 0 60.00 0

0 0 0 0 0.00 0

0 0 0 0 0.00 0

675.24 647.09 675.26 649.75 700.00 680.00

・子実用とうもろこし 0 0 0 0 0.00 0

0.39 0.39 0.39 0.39 1.00 1.00

0.14 0 0.14 0 0.20 0

0 0 1.00 0.50 1.50 0.70

14.44 14.44 15.51 15.41 17.50 17.00

・野菜 14.44 14.44 15.51 15.41 17.50 17.00

・花き・花木 0 0 0 0 0.50 0

・果樹 0 0 0 0 0.50 0

・その他の高収益作物 0 0 0 0 1.00 1.00

1.0

作物等
前年度作付面積等

当年度の
作付予定面積等

令和５年度の
作付目標面積等

主食用米

その他

畑地化

大豆

飼料作物

そば

なたね

地力増進作物

高収益作物

麦

備蓄米

飼料用米

米粉用米

新市場開拓用米

WCS用稲

加工用米



６　課題解決に向けた取組及び目標

前年度（実績） 目標値

飼料作物団地化加算
飼料作物団地化取組面

積
（令和３年度）　 3.86ha （令和５年度）　 6.00ha

(基幹) 飼料作物の集積率 （令和３年度）　13.7％ （令和５年度）　19.14％

2 加工用米生産向上加算 加工用米取組面積 55.49ha 60.00ha

3 (基幹・二毛作) 加工用米の単収増加率 100% 103%

飼料用米生産向上加算 飼料用米取組面積 0ha 1.00ha

(基幹) 飼料用米の単収増加率 0% 100%

6 重点作物助成

7 (基幹・二毛作)

非主食用米取組加算 非主食用米取組面積 55.49ha 60.00ha

8 (基幹・二毛作) 加工用米の単収増加率 100% 103%

飼料用米の単収増加率 100% 100%

米粉用米の単収増加率 100% 100%

ＷＣＳ用稲団地化加算 WCS用稲団地化取組面積 271.48ha 300.00ha

(基幹) WCS用稲の集積率 84.30% 92.26%

11 水田の高度利用加算

12 (基幹・二毛作)

二毛作助成 二毛作取組面積 632.56ha 646.00ha

(二毛作) 水田利用率 175.90% 180.60%

飼料用米稲わら利用 飼料用米稲わら

(耕畜連携・基幹) 利用取組面積

地域振興作物(野菜)助
成

地域振興作物(野菜)

(基幹) 取組面積

WCS用稲収穫後の不耕起

播種取組面積

そば・なたね助成

(基幹)

※　必要に応じて、面積に加え、取組によって得られるコスト低減効果等についても目標設定してください。
※　目標期間は３年以内としてください。

1.5ha18 地力増進作物 地力増進作物助成 地力増進作物取組面積 0ha

加工用米

飼料用米

飼料作物

そば・なたね

野菜(重点作物を除く)

重点作物(キャベツ,レタス
(リーフを含む),にんじん,
ばれいしょ,さといも,たま
ねぎ)

加工用米・飼料用米・米粉
用米

ＷＣＳ用稲

飼料作物(ローズグラス,ソ
ルガム,テフグラス)

整理
番号

対象作物 使途名 目標

1 飼料作物

4

10

13

14

17

5

15

16

飼料作物ブロックロー
テーション取組助成

(基幹)

ＷＣＳ用稲収穫後の不
耕起播種取組助成(二毛

作)

重点作物(キャベツ,レタス
(リーフを含む),にんじん,
ばれいしょ,さといも,たま
ねぎ)

戦略作物・そば

飼料用米

飼料作物ブロックロー
テーション取組面積

水田の高度利用取組面
積

重点作物取組面積

そば・なたね生産面積

0ha

0.34ha

0ha

0ha

14.56ha

1.86ha

0ha

10.00ha

1.00ha

1.00ha

1.00ha

2.00ha

1.00ha

20.00ha
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）
2

5,
0
00

飼
料

作
物

（
ロ
ー
ズ
グ
ラ
ス
、
ソ
ル

ガ
ム
、
テ
フ
グ
ラ

ス
）

「
W
C
S
用

稲
の

不
耕

起
播

種
」
の

技
術

を
用

い
て
生

産
さ
れ

た
も
の

に
対

し
て
支

援

17
そ
ば

・な
た
ね
助

成
（
基

幹
）

1
2
0
,0
0
0

そ
ば

、
な
た
ね

販
売

目
的

で
生

産
さ
れ

、
排

水
対

策
等

が
な
さ
れ

て
い
る
も
の

に
対

し
て
支

援

18
地

力
増

進
作

物
助

成
（
基

幹
）

1
5
,0
0
0

地
力
増

進
作

物
（
イ
タ
リ
ア
ン
、
エ
ン
麦
）

土
壌

の
地

力
保

持
を
目

的
と
し
、
地
力

増
進

作
物

を
収

穫
せ

ず
鋤

き
込
む
農
家

に
対

し
て
支
援

対
象

作
物

※
３

取
組
要
件

等
※

４

整 理 番 号

使
途

※
１

作 期 等 ※
２

単
価

（円
/
10
a）

※
１
　
二

毛
作

及
び
耕

畜
連

携
を
対

象
と
す
る
使

途
は

、
他

の
設

定
と
分

け
て
記

入
し
、
二

毛
作

の
場

合
は

使
途

の
名

称
に
「○

○
○

（
二

毛
作

）
」
、
耕

畜
連

携
の

場
合

は
使

途
の

名
称

に
「○

○
○

（
耕

畜
連

携
）
」
と
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
た
だ
し
、
二

毛
作

及
び
耕

畜
連

携
の

支
援

の
範

囲
は

任
意

に
設

定
す
る
こ
と
が

で
き
る
も
の

と
し
ま
す
。

　
　
　
　
な
お
、
耕

畜
連

携
で
二

毛
作

も
対

象
と
す
る
場

合
は

、
他

の
設

定
と
分

け
て
記

入
し
、
使

途
の

名
称

に
「
○

○
○

（耕
畜

連
携

・二
毛

作
）
」
と
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
２
　
「作

期
等

」
は

、
基

幹
作

を
対

象
と
す
る
使

途
は

「
１
」
、
二

毛
作

を
対

象
と
す
る
使

途
は

「
２
」
、
耕

畜
連

携
で
基

幹
作

を
対

象
と
す
る
使

途
は

「
３
」
、
耕

畜
連

携
で
二

毛
作

を
対

象
と
す
る
使

途
は

「
４
」
と
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
３
　
産

地
交

付
金

の
活

用
方

法
の

明
細

（
個

票
）
の

対
象

作
物

を
記

載
し
て
下

さ
い
。
対

象
作

物
が

複
数

あ
る
場

合
に
は

別
紙

を
付

す
こ
と
も
可

能
で
す
。

※
４
　
産

地
交

付
金

の
活

用
方

法
の

明
細

（
個

票
）
の

具
体

的
要

件
の

う
ち
取

組
要

件
等

を
記

載
し
て
く
だ
さ
い
。
取

組
要

件
が

複
数

あ
る
場

合
に
は

、
代

表
的

な
取

組
の

み
の

記
載

で
も
構

い
ま
せ

ん
。



（別紙）

飼料作物の対象作物

【助成対象作物】

整理番号 区　　分 作　物　名

1,5 飼料作物

青刈りとうもろこし、青刈りソルガム、テオシント、スーダングラス、青刈り麦（らい
麦又はえん麦を含む。またサイレージ化したものを含む。）、青刈り大豆、子実
用えん麦、青刈り稲、わら専用稲、青刈りひえ、しこくびえ、オーチャードグラス、
チモシー、イタリアンライグラス、ペレニアルライグラス、ハイブリットライグラス、
スムーズブロムグラス、トールフェスク、メドーフェスク、フェストロリウム、ケン
タッキーブルーグラス、リードカナリーグラス、バヒアグラス、ギニアグラス、カ
ラードギニアグラス、アルファルファ、オオクサキビ、アカクローバ、シロクロー
バ、アルサイククローバ、ガレガ、ローズグラス、パラグラス、パンゴラグラス、ネ
ピアグラス、セタリア、飼料用かぶ、飼料用ビート、飼料用しば、青葉ミレット、テ
フグラス(追加)



（別紙）

野菜の対象作物

【助成対象作物】

整理番号 区　　分 作　物　名

15 野菜
ピーマン、きゅうり、トマト、すいか、キャベツ、ほうれんそう、たまねぎ、レタス、ダ
イコン（ダイコン葉も含む）、にんじん、さといも、かぼちゃ、さやいんげん、ニガウ
リ、ばれいしょ、ジャンボインゲン


